
適切な経腸栄養管理のために

経腸栄養製品の
コネクタ形状変更

について
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経腸栄養製品のコネクタ形状が他の医療用チューブと誤ってつながる

ことがないよう国際規格（ISO 80369-3）に準拠した製品に変更に

なります。 このパンフレットでは経腸栄養コネクタの変更点や変更後

の注意点をご案内します。 詳細については主治医や看護師、薬剤師、

管理栄養士にご相談ください。

経腸栄養に使用する
チューブのコネクタ（接続部分）の

形状が変更します

栄養剤や薬剤を
投与するもの

胃ろう、 腸ろう、
経鼻栄養チューブ

変換コネクタ

ご使用の経腸栄養製品 　　　月　　　　日

より変更になります

使用する  ・  使用しない
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変更点

既存規格

栄養セット・栄養ルート
注射器側

胃ろう、 腸ろう、
経鼻栄養チューブ側

新規格

胃ろう、 腸ろう、
経鼻栄養チューブ側

栄養セット・栄養ルート
注射器側

※ 栄養剤コンテナと接続するRTH部分、 胃ろうバルーンタイプの固定水を入れるルーメンや
　 胃ろうカテーテルボタン型と投与セットの接続部は対象ではありません。
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ご使用時の変更点

既存規格 新規格

既存規格新規格

変換コネクタが必要です
既存規格と新規格を組み合わせて使用する場合は

変換コネクタが必要です
既存規格と新規格を組み合わせて使用する場合は



4

新コネクタ使用時の注意点
栄養剤や薬剤がコネクタ（接続
部分）に残っていると詰まりや
汚れの原因になります。 栄養剤や
薬剤が残っていないか確認して
ください。

1. 汚れの確認

栄養剤が
溜まっていない

栄養剤が
溜まっている

3. 接続方法

栄養投与セット（ルート）や注射器
を下にして接続すると胃ろうや
腸ろう、 経腸栄養チューブに栄
養剤などが溜まりにくいです。

※ 接続時に強く締めすぎると過嵌合を
　 起こし外れなくなりますのでご注意
　 ください。

①と②は栄養剤がコネクタに溜まり
にくくするためのコツです。

① 栄養投与セット（ルート）や
注射器は先端まで満たさない
ようにします。

② 接続する前にに注射器や栄養
投与セットの先端を拭きとり
ます。

2. プライミング
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日常ケア
経鼻栄養チューブ、胃ろうカテーテルチューブ型の場合
ベッドサイドで経鼻栄養チューブ、
胃ろうカテーテルの接続部分や
キャップを濡れたガーゼでよく
拭き、　栄養剤や薬剤を取り除い
てください。

① 水や微温湯に入れたコップ
に漬け、 接続部やキャップを
すすぎます。

栄養剤や薬剤が取り切れない場合

② ブラシを用いて接続部分の
隙間をやさしくみがくと取り
除くことができます。

お手入れ後は水分をペーパー
タオルやガーゼでよく拭いてくだ
さい。
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投与セットをボタン型カテーテル
から外し、 接続部分を流水でよく
洗い流し、栄養剤や薬剤を取り
除いてください。

ブラシを用いて接続部の隙間を
やさしくみがくと取り除くこと
ができます。

栄養剤や薬剤が取り切れない場合

お手入れ後は水分をペーパー
タオルやガーゼでよく拭いてくだ
さい。
（消毒液に漬ける場合は消毒後
によく拭いてください）

胃ろうカテーテル ボタン型の場合
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